
１． 編修の基本方針

●　教科書の理念

　この教科書は、「教育基本法」「学校教育法」の規定や理念を踏まえ、特に以下の点に留意して編修しました。

　①豊かな人間性 ・ 創造性を身につけさせる。

　②平和で民主的な国家及び社会の形成者たる人物を育成する。

　③社会において果たさなければならない使命を自覚させる。

　④それぞれの個性に応じた進路を決定するのに必要な幅広い知識と教養を高める。

　⑤社会について、 広く深い理解と健全な批判力を養い、 社会の発展に寄与する態度を育む。

　⑥主体的に考え、 周囲との対話を行うことを通じて、 深い学びへと導く。

●　教材の選定と配列

　教育基本法第２条の１～５号に示された教育の目標を達成するために必要な教材を精選して掲載しました。

教材の選定と配列にあたっては、 次のような点に意を用いました。

　①論理的思考力を身につけるとともに、 さまざまな観点から物事を捉えたり対象化したりすることで、 周囲や　

　　社会について健全な批評力を養うことのできる教材を選定しました。

　②適切にことばや文章を用いて表現することのできる力を養い、 他者と深く、 また幅広いコミュニケーション

　　　をはかる意欲を喚起する教材を選定しました。

　③幅広いテーマを取り上げることで、 深い知識と教養を身につけ、 生涯にわたって主体的 ・ 対話的で深い　

　　学びへと導かれるよう意を払いました。

　④教材がたがいに有機的に繋がり、 学習が進むにつれ、 国語の資質および能力が的確に身についていく

　　　ことを意識して教材を配列しました。

　⑤ 「思考力 ・ 判断力 ・ 表現力」 の３領域のうち、 「話すこと ・ 聞くこと」 については３単元、 「書くこと」 に　

　　　ついては３単元、 「読むこと」 については４単元と、 単元をバランス良く配置し、 効果的に言語能力を高

　　　めることができるよう配列しました。

●　学習を支える工夫

　各単元および教材を通じて、 高校生の資質 ・ 能力を高め、 主体的 ・ 対話的で深い学びへと導くために、

次のような点に意を払いました。

　①単元の目標：単元の冒頭に、それぞれの単元を通じて身につけたい資質・能力を端的に示しました。 また、

　　「話すこと ・ 聞くこと」 「書くこと」 「読むこと」 の３領域の、 どの領域をのばす単元であるかを明示しました。

　②視点 ： 教材の冒頭に、 身につけたい資質 ・ 能力について、 教材の着目すべき点を掲げました。

　③学習：教材の末尾に 「課題」 「言語活動」 「確認」 「重要漢字」 を設け、資質・能力を身につけるにあたっ

　　て、 教材のどのような点を活用することができるかを明示しました。

　④実践：単元の末尾に、 言語能力を高め、 主体的・対話的で深い学びへと導く具体的な活動を示しました。

　⑤デジタル ・ コンテンツ ： 学習に役立つデジタル ・ コンテンツを適宜用意いたしました。
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２． 対照表

図書の構成 ・ 内容と教育基本法第二条第一号から第五号との対応を下記に示します。

図書の構成 ・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

1） 問うこと、 語ること

・ 境目 （川上弘美）

・サイエンスの視点、アートの視点（齋

藤亜矢）

【参考】 一般化のワナ （苫野一徳）

　「境目」や「サイエンスの視点、アートの視点」および「実践　『質

問する力』 を育てよう」 を通して、探究の原動力でもある 「問い」

を手掛かりに幅広い知識と教養を身に付け、 真理を求める態度

を養い、 豊かな情操と道徳心を培うようにしました。 （第１号）

p9 ～ 28

2） 評論文への招待

・ ことばとは何か （内田樹）

・ デジタル社会 （黒崎政男）

・ システムと変異 （中屋敷均）

　「ことばとは何か」 でことばの力を、 また 「デジタル社会」 で

現代社会の仕組みを読み取り、 公共の精神に基づき、 主体的

に社会の形成に参画し、 その発展に寄与する態度を養うように

しました。 また 「システムと変異」 において自然の働きのダイナ

ミックさに目を向けることで、 生命を尊び、 自然を大切にし、 環

境の保全に寄与する態度を養うようにしました。 （３号、 ４号）

p29 ～ 54

3） ことばで伝える思いと考え

・ ことばがつくる女と男

　（中村桃子）

・ 身体、 この遠きもの （鷲田清一）

・ 贈り物と商品の違い

　（松村圭一郎）

　「ことばがつくる女と男」 ではジェンダーについて、 「身体、 こ

の遠きもの」 では人間の身体の抽象性について、 「贈り物と商

品の違い」ではコミュニケーションの在り方について考えることで、

男女の平等、 自他の敬愛と協力を重んずるとともに、 公共の精

神に基づき、 主体的に社会の形成に画し、 その発展に寄与す

る態度を養うようにしました。 （３号）

p55 ～ 84

4） 情報と推論

・ 失われた両腕　（清岡卓行）

・ 兎が自分でつづって語る生活の　

話　（シートン）

【参考】 ナイチンゲールが作成した統計図

表 （金井一薫）

　「失われた両腕」 では芸術の奥深さを論じた文章から、 公共

の精神に基づき、 主体的に社会の形成に参画し、 その発展に

寄与する態度を養うようにしました。 「兎が自分でつづって語る

生活の話」 では生物の観察を綴った文章から、 生命を尊び、

自然を大切にし、 環境の保全に寄与する態度を養うようにしまし

た。 （3 号、 ４号）

p85 ～ 106

5） 話し合いから議論へ

・ 誰かの靴を履いてみること

　（ブレイディみかこ）

・ 〈私〉 時代のデモクラシー

　（宇野重規）

「誰かの靴を履いてみること」 では著者のボランティア活動の記

録から、 「〈私〉 時代のデモクラシー」 では現代社会における民

主主義の在り方を論じた著者の考えを学ぶことで、 幅広い知識

と教養を身に付け、 真理を求める態度を養い、 豊かな情操と道

徳心を培うとともに、 自他の敬愛と協力を重んじ、 公共の精神に

基づき、 主体的に社会の形成に画し、 その発展に寄与する態

度を養うようにしました。 （１号、 ３号）

p107 ～ 128

6） 根拠から主張へ

・ 魔術化する科学技術 （若林幹夫）

・ 未来は存在しない （野矢茂樹）

・ マルジャーナの知恵 （岩井克人）

　「魔術化する科学技術」 では科学への態度について、 「未来

は存在しない」 では哲学的な思考について、 「マルジャーナの

知恵」 では経済における差異の価値についての筆者の論考を

通じて、 幅広い知識と教養を身に付け、 真理を求める態度を養

い、 豊かな情操と道徳心を培うようにしました。 （１号）

p129 ～ 152
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図書の構成 ・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

7) 伝えること ､ 受け止めること

・ ポスト真実時代のジャーナリズ　ム

（国谷裕子）

・ 会話と対話 （長田弘）

・ 記憶する身体 （伊藤亜紗）

　「ポスト真実時代のジャーナリズム」 および 「会話と対話」 では、

真摯なコミュニケーションの大切さを学び 「記憶する身体」 では

障害をもつ人から見た世界のありように関心を寄せることで、 個

人の価値を尊重して、 その能力を伸ばし、 創造性を培い、 自

主及び自律の精神を養うことと、 正義と責任、 男女の平等、 自

他の敬愛と協力を重んずるとともに、 公共の精神に基づき、 主

体的に社会の形成に画し、 その発展に寄与する態度を養うよう

にしました。 （2 号、 3 号）

p153 ～ 176

8） 表現のみがき方

・ 贅沢の条件 （山田登世子）

・ 瓦を解かないこと （堀江敏幸）

　「贅沢の条件」 では近代以前と以後の人間のありようを比較し、

「瓦を解かないこと」 では日本語のもつ重層性を確認することで、

伝統と文化を尊重し、 それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛

するとともに、 他国を尊重し、 国際社会の平和と発展に寄与す

る態度を養うようにしました。 （第５号）

p177 ～ 194

9） 主張の論理的な伝え方

・ 来るべき民主主義 （國分功一郎）

・ 主体という物語 （小坂井敏晶）

　「来るべき民主主義」 では民主主義のありようを哲学者のこと

ばを通じて学ぶことで、 公共の精神に基づき、 主体的に社会の

形成に画し、その発展に寄与する態度を養うようにしました。 「主

体という物語」 では 「主体」 という概念の危うさを学ぶことで個

人の価値を尊重して、 その能力を伸ばし、 創造性を培い、 自

主及び自律の精神を養うようにしました。 また、 「生活の中のこと

ば—手紙 ・ 案内」 や 「宣伝のことば—ポップ ・ 広告」 などの言

語活動を通じて職業および生活との関連を重視し、 勤労を重ん

ずる態度を養うようにしました。 （２号、 3 号）

p195 ～ 212

10） 複眼的な視点

　
・ 開かれた文化 （岡真理）

・ 人新世における人間

　（吉川浩満）

・ 名づけと所有 （西谷修）

　「開かれた文化」 では文化相対主義の真の意味について学

ぶことで、 他国を尊重し、 国際社会の平和と発展に寄与する態

度を養うようにしました。 「人新世における人間」 においては環

境に対する人間の影響について、 生命を尊び、 自然を大切に

し、 環境の保全に寄与する態度を養うようにしました。 「名づけと

所有」 においては 「名づけ」 という行為の意味についてかんが

えることで、 正義と責任、 自他の敬愛と協力を重んずるとともに、

公共の精神に基づき、 主体的に社会の形成に画し、 その発展

に寄与する態度を養うようにしました。 （3 号、 4 号、 5 号）

p213 ～ 241

３． 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

・ 中学校までの学習内容の成果を発展拡充させて、 豊かな人間性、 創造性及び健やかな身体を養い、 国家及び社　

　会の形成者として必要な資質を養うために、 教材および 「実践」 などの言語活動におけるテーマや内容に意を用い　

ました。 （学校教育法第 51 条第一号）

・ 「実践」 における言語活動および 「読書案内」 で紹介した書籍、 「要約作成のポイント」 などのコラムを通して、 社会

　において果たさなければならない使命の自覚に基づき、 個性に応じて将来の進路を決定させ、 一般的な教養を高め、

　専門的な知識、 技術及び技能を習得させることに意を払いました。 （学校教育法第 51 条第二号）

・ 現代社会をテーマとする文章を扱い、 また、 複数の資料を比較して読むことにより、 個性の確立に努めるとともに、　　

　社会について、 広く深い理解と健全な批判力を養い、 社会の発展に寄与する態度を養うようにしました。 （学校教育　

　法第 51 条第三号）

・ 教材にはユニバーサル ・ フォントを用いて、 多くの人の読みやすい紙面づくりに配慮しました。
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（学習指導要領との対照表、 配当授業時間数表）

編 修 趣 意 書
別紙様式 5-2

１． 編修上特に意を用いた点や特色

1/3

学習指導要領の総則および 「現代の国語」 に掲げられた目標を効果的に達成するために、 特に以下

の点に留意して編集しました。   

①育成したい資質 ・能力を明確化した単元構成　単元は、 生徒に身につけさせたい 「知識 ・ 技能」 および

「思考力 ・ 判断力 ・ 表現力」 「学びに向かう力、 人間性」 をもとに構成しました。

　「思考力 ・ 判断力 ・ 表現力」 については、 「話すこと ・ 聞くこと」 「書くこと」 「読むこと」 の、 どの領域に

関する言語能力を身につけたいかを分かりやすく示しました。

　また単元ごとに 「単元の目標」 を示し、 生徒が各単元を通じて、 どのような資質 ・ 能力を　身につけること

ができるのか、 見通しを立てたり、 学習後の振り返りを行ったりすることが　できるようにしました。 掲載した教

材にはそれぞれ冒頭に 「視点」 を示し、 各教材を通じて身につけたい 「知識 ・ 技能」 および 「思考力 ・

判断力 ・ 表現力」 を意識的に学習できるようにしました。

②発達段階に応じた教材を厳選　生徒の心身の発達段階を十分に考慮して、 高校教育の基礎を固め、 さら

に後続する 「論理国語」 への移行が円滑にできるよう、 親しみやすい教材から、　問題意識の鮮明な教材ま

で厳選して掲載しました。 また、 教材として適度な長さで、 なおかつ奥行きのある文章を選りすぐりました。

③ 「主体的 ・ 対話的で深い学び」 の実現を促す言語活動　全ての教材の末尾に 「言語活動」 を、 全ての

単元の末尾に 「実践」 を示し、　単元を通して、 「主体的 ・ 対話的で深い学び」 を行うことができるようにしま

した。

④学習者の自学自習に便利な工夫　教材の理解を助けるために、 脚問を付して、 文脈を的確に捉えること

ができるようにしました。 また 「学習」 には 「確認」 を設け、 教材の内容を正確に捉えることができるようにし

ました。 各見開きに重要漢字 ・ 語句を、 「学習」 には 「重要漢字」　を付し、 生徒の語彙を増やすことがで

きるように工夫しました。

⑤読書指導の充実　「学びに向かう力、人間性」 を支える工夫として、読書の意義を理解できるように適宜 「読

書案内」 を設け、 また教材ごとに、 著者の主な著書を紹介しました。

⑥誌面の工夫　全体に見やすいレイアウトとなるよう配慮するとともに、 学習の効率化と活性化を図るために

多色刷りを用い、 必要な図版や地図などを適宜カラーで掲載しました。 また、 多くの生徒の読みやすさに配

慮して、 ユニバーサル ・ デザイン ・ フォントを用いました。

⑦デジタル・コンテンツ　学習を深める手立ての一つとして、教材に関するインターネット上の情報を適宜示し、

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

106-234 高　等　学　校 国　語 現　代　の　国　語

※発行者の

番号 ・略称

※教科書の

記号 ・番号
※　教　科　書　名



２． 対照表

2/3

二次元コードを用いて、 情報を示したウェブページを掲載しました。

図書の構成 ・内容 学習指導要領の内容
　該当

　箇所

配当

時間数

単元名 教材名 実践 知識 ・技能
思考力 ・判断力 ・

表現力
　

１） 問うこと、 語

ること

・ 境目 （川上弘美）

・ サイエンスの視点、 アー　ト

の視点 （齋藤亜矢）

《参考》 一般化のワナ （苫野一徳）

「質問する力」 を育

てよう

（１）ア,イ ,ウ ,

エ

（２） ア , イ

Ａ　ア

p9 ～ 28 6

２） 評論文への招

待

・ ことばとは何か （内田樹）

・ デジタル社会 （黒崎政男）

・ システムと変異 （中谷敷均）

◆評論読解のポイント

評論文の一節を引

用し、 自分の意見を

述べよう

（ １） ア , ウ ,

エ , オ , カ

（２） ア , ウ

Ｃ　ア p29 ～ 54 5

３） ことばで伝え

る思いと考え

・ ことばがつくる女と男 （中村

桃子）

・ 身体、 この遠きもの （鷲田

清一）

・ 贈り物と商品の違い （松村

圭一郎）

◆要約作成のポイント

メモ・ノートの取り方・

活かし方を学ぼう	

（ １） ア , ウ ,

エ , オ , カ

（２） イ , オ

Ｂ　ア , イ , ウ
p55 ～ 84

10

４） 情報と推論

・ 失われた両腕 （清岡卓行）

・ 兎が自分で綴って語る生　

活の話 （E ・ シートン／内　

山賢次訳）

《参考》 ナイチンゲールが作成し

た統計図表 （金井一薫）

社会を作ることば―

―情報の整理と活

用

（ １） ア , ウ，

エ , オ , カ

（２） ウ , エ

Ｃ　ア , イ p85 ～ 106 5

５） 話し合いから

議論へ

・ 誰かの靴を履いてみるこ　と

・ 〈私〉 時代のデモクラシー

【読書案内】 この場で重なることば

と声

「議論する力」 を育

てよう

（１）ア,イ ,ウ ,

エ

（２） ア

（３） ア

Ａ　 ア , イ , エ ,

オ
p107 ～ 128 7
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図書の構成 ・内容 学習指導要領の内容
　該当

　箇所

配当

時間数

単元名 教材名 実践 知識 ・技能
思考力 ・ 判断力 ・

表現力
　

６） 根拠から主張

へ

・ 魔術化する科学技術 （若林

幹夫）

・ 未来は存在しない （野矢茂

樹）

・ マルジャーナの知恵 （岩井

克人）

【読書案内】 思考を鍛える

議論の前提を明確

化しよう

（ １） ア , ウ ,

エ , オ

（２） ア , オ

（３） ア

Ｃ　ア
p129

～ p152
5

７） 伝えること、

受け止めること

・ ポスト真実時代のジャー　ナ

リズム （国谷裕子）

・ 会話と対話 （長田弘）

・ 記憶する体 （伊藤亜紗）

インタビューの作法

／ビブリオバトルに

挑戦しよう

（１）ア,イ ,ウ ,

エ , カ

（２） イ , エ

Ａ　 ア , ウ , エ ,

オ

p153

～ 176
7

８） 表現のみがき

方

・ 贅沢の条件 （山田登世子）

・ 瓦を解かないこと （堀江敏

幸）

宣 伝 の こ と ば ――

ポップ ・ 広告

／生活の中のことば

――手紙 ・ 案内

（１）ア,イ ,ウ ,

エ , オ

（2） ア , オ

Ｂ　ア , イ , エ
p177

～ 194
10

９） 主張の論理的

な伝え方

・ 来るべき民主主義 （國分功

一郎）

・ 主体という物語 （小坂井敏

晶）

【読書案内】 書くことが 「世界」

を創る

意見を文章にまとめ

てみよう

（ １） ア , ウ ,

エ , オ

（ ２） ア , イ ,

エ

（３） ア

Ｂ　 ア , イ , ウ ,

エ

p195

～ 212
10

１０） 複眼的な視

点

・ 開かれた文化 （岡真理）

・ 人新世における人間 （吉川

浩満）

・ 名づけと所有 （西谷修）

対比の働きを理解し

よう

（ １） ア , ウ ,

エ , カ

（２）ア,イ ,ウ ,

エ

Ｃ　ア , イ
p213

～ 241
5

合計　70



1／１ 

 

常
用
漢
字
以
外
の
使
用
漢
字
一
覧
（
数
字
は
初
出
ペ
ー
ジ
を
示
す
。） 

弘
（
10
） 

蒙
（
10
） 

犀
（
11
） 

鰯
（
12
） 

霙
（
12
） 

齋
（
16
） 

藝
（
17
） 

翳
（
17
） 

頰
（
19
） 

杖
（
19
） 

壽
（2

0

） 

峙
（
22
） 

苫
（
26
） 

獅
（
34
） 

繫
（
34
） 

淘
（
38
） 

焉
（
40
） 

垢
（
41
） 

塵
（
41
） 

滿
（
43
） 

孔
（
45
） 

靱
（
46
） 

嶺
（
46
） 

曝
（
47
） 

棲
（
47
） 

繹
（
54
） 

鷲
（
63
） 

沁
（
63
） 

膵
（
63
） 

倦
（
64
） 

齟
（
65
） 

齬
（
65
） 

乖
（
65
） 

掌
（
65
） 

濘
（
66
） 

袱
（
75
） 

紗
（
75
） 

咎
（
78
） 

兎
（
94
） 

灌
（
94
） 

藪
（
94
） 

鳶
（
94
） 

怯
（
94
） 

駈
（
94
） 

鷹
（
96
） 

梟
（
96
） 

趾
（
97
） 

縞
（
97
） 

埃
（
98
） 

塒
（
111
） 

喧
（
114
） 

嘩
（
114
） 

套
（
118
） 

吊
（
118
） 

梁
（
133
） 

跋
（
133
） 

扈
（
133
） 

謬
（
133
） 

晰
（
134
） 

苛
（
141
） 

胡
（
148
） 

俯
（
157
） 

瞰
（
157
） 

嬉
（
158
） 

腑
（
158
） 

闊
（
160
） 

截
（
161
） 

惹
（
161
） 

喋
（
161
） 

脆
（
163
） 

紗
（
165
） 

播
（
171
） 

粕
（
176
） 

敲
（
177
） 

贅
（
178
） 

軋
（
184
） 

櫛
（
184
） 

礫
（
185
） 

釉
（
186
） 

軛
（
186
） 

倭
（
186
） 

峻
（
186
） 

葺
（
186
） 

橿
（
187
） 

稔
（
193
） 

衍
（
199
） 

閾
（
204
） 

捏
（
205
） 

嘘
（
206
） 

旨
（
217
） 

鳩
（
217
） 

鼠
（
217
） 

僭
（
219
） 

貶
（
219
） 

浩
（
222
） 

紆
（
222
） 

碩
（
224
） 

邁
（
227
） 

謳
（
230
） 

繋
（
232
） 

憚
（
233
） 

酋
（
235
） 

埒
（
238
） 
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常
用
漢
字
表
外
の
音
訓
一
覧
（
数
字
は
初
出
ペ
ー
ジ
を
示
す
。） 

眼 め

 
 

（
口
絵
三
） 

美 み

 
 

（
10
） 

秋
刀
魚

さ

ん

ま

（
11
） 

敏 さ
と
し 

 

（
18
） 

坂 ば
ん 

 

（
18
） 

極 ぎ
わ 

 

（
20
） 

貴 た
か 

 

（
20
） 

和 か
ず 

 

（
20
） 

忠 た
だ 

 

（
21
） 

則 の
り 

 

（
21
） 

（
見 み

）
出 い

（
だ
そ

う
） 

（
27
） 

樹 た
つ
る 

 

（
30
） 

政
男

ま

さ

お 

（
37
） 

容 い

（
れ
物
） 

（
37
） 

均 ひ
と
し 

 

（
43
） 

滿 み
つ
る 

 

（
43
） 

一 か
ず 

 

（
63
） 

抗 あ
ら
が（

う
）  

 

（
64
） 

則 の
っ
と（

っ
て
） 

（
78
）

重
規

し
げ
き

 

（
118
） 

秀 ひ
で

信 の
ぶ 

（
127
） 

敏 と
し

晴 は
る 

（
127
） 

伸
孝

の
ぶ
た
か 

（
127
） 

介 す
け 

 

（
127
） 

夫 お 
 

（
130
） 

術 す
べ 

 

（
133
） 

来 き
た

（
る
） 

（
135
） 

樹 き 
 

（
137
） 

拓 ひ
ら

（
く
）（

143
） 

克 か
つ 

 

（
144
） 

三 ざ
ぶ 

 

（
152
） 

雑 さ
い 

 

（
152
） 

裕 ひ
ろ 

 

（
154
） 

長 お
さ 

 

（
160
） 

弘 ひ
ろ
し 

 

（
160
） 

勝 か
つ 

 

（
160
） 

隆 た
か 

 

（
161
） 

結
城

ゆ

う

き 

（
162
） 

披 ひ
ら

（
く
） 

（
162
） 

活 い

（
か
す
）
（

163
） 

如 し

（
か
ず
）
（

171
） 

大 ひ
ろ 

 

（
176
） 

尋 ひ
ろ 

 

（
176
） 

親
方

マ
イ
ス
タ
ー 

（
180
） 

 

敏 と
し 

 

（
184
） 

如
何

い

か

ん 
（

185
） 

欠
片

か

け

ら 

（
185
） 

三
河

み
か
わ
の

国 く
に

（
186
） 

美
濃

み

の 

（
186
） 

鈍 に
び 

 

（
186
） 

舎
人

と

ね

り 

（
186
） 

崇 す 
 

（
186
） 

百
済

く

だ

ら 

（
186
） 

飛
鳥

あ

す

か 

（
187
） 

元
興

が
ん
ご
う 

（
187
） 

明
日
香

あ

す

か

（
187
） 

栄 ひ
で

洋 ひ
ろ 

（
193
） 

仁 ひ
と
し 

 

（
193
） 

稔 み
の
る 

 

（
193
） 

労
働

レ
イ
バ
ー 

（
198
） 

仕
事

ワ

ー

ク 

（
198
） 

活
動

ア
ク
シ
ョ
ン 

（
198
） 

敏 と
し

晶 あ
き 

（
203
） 

是 こ
れ 

 

（
212
） 

満 み
つ 

 

（
222
） 

苛 い
ら 

 

（
222
） 

所
以

ゆ

え

ん 
 

（
227
） 

徒 あ
だ 

 

（
229
） 

修 お
さ
む 

 
（

232
） 

彼
方

か

な

た 
 

（
237
） 

住
処

す

み

か 

（
237
） 



ページ 名称 種別 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

10～14 境目 国語教材 あるようなないような 79～82 川上弘美 中央公論新社 1999年

16～22 サイエンスの視点、アートの視点 国語教材 ルビンのツボ　芸術する体と心 9～15 齋藤亜矢 岩波書店 2019年

24～25 「質問する力」を育てよう 国語教材 編集委員会による書き下ろし

26～28 一般化のワナ 国語教材 はじめての哲学的思考 56～61 苫野一徳 筑摩書房 2017年

30～35 ことばとは何か 国語教材 寝ながら学べる構造主義 60～67 内田樹 文藝春秋 2002年

37～41 デジタル社会 国語教材 身体にきく哲学 87～96 黒崎政男 ＮＴＴ出版 2005年

43～48 システムと変異 国語教材 科学と非科学
136～
141

中屋敷均 講談社 2019年

50～51 評論文の一節を引用し、自分の意見を述べよう国語教材 編集委員会による書き下ろし

52～54 評論読解のポイント 国語教材 編集委員会による書き下ろし

56～61 ことばがつくる女と男 国語教材
〈性〉と日本語―ことばがつくる女と
男

25～29 中村桃子 NHK出版 2007年

63～70 身体、この遠きもの 国語教材 普通をだれも教えてくれない 101～107 鷲田清一 筑摩書房 1998年

72～79 贈り物と商品の違い 国語教材 うしろめたさの人類学
24～29
58～61

松村圭一郎 ミシマ社 2017年

81～82 メモ・ノートの取り方・活かし方を学ぼう 国語教材 編集委員会による書き下ろし

83～84 要約作成のポイント 国語教材 編集委員会による書き下ろし

8６～92 失われた両腕 国語教材 手の変幻 12～16 清岡卓行 講談社 1990年

9４～98 兎が自分でつづって語る生活の話 国語教材 シートン全集　第17巻
393～
397

E・シートン 評論社 1951年

100～103 社会をつくることば 国語教材 編集委員会による書下ろし

別紙様式第23号

出　典　一　覧　表
申請図書 出典

備考
名称
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ページ 名称 種別 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

出　典　一　覧　表
申請図書 出典

備考
名称

104～106 ナイチンゲールが作成した統計図表 国語教材 よみがえる天才９　ナイチンゲール 83-87 金井一薫 筑摩書房 2023年

108～116 誰かの靴を履いてみること 国語教材
ぼくはイエローでホワイトで、ちょっ
とブルー

76～85 ブレイディみかこ 新潮社 2019年

118～124 〈私〉時代のデモクラシー 国語教材 〈私〉時代のデモクラシー 2～10 宇野重規 岩波書店 2010年

126～12７ 「議論する力」を育てよう 国語教材 編集委員会による書下ろし

128 読書案内　この場で重なる言葉と声 国語教材 編集委員会による書下ろし

130～13５ 魔術化する科学技術 国語教材 社会学入門一歩前 109～119 若林幹夫 ＮＴＴ出版 2007年

137～142 未来は存在しない 国語教材 他者の声　実在の声
300～
305

野矢茂樹 産業図書 2005年

14４～148 マルジャーナの知恵 国語教材 二十一世紀の資本主義論 115～119 岩井克人 筑摩書房 2000年

150～151 議論の前提を明確化しよう 国語教材 編集委員会による書下ろし

152 読書案内　思考を鍛える 国語教材 編集委員会による書下ろし

154～158 ポスト真実時代のジャーナリズム 国語教材 書下ろし 国谷裕子

160～163 会話と対話 国語教材 なつかしい時間 22～25 長田弘 岩波書店 2013年

165～172 記憶する体 国語教材 記憶する体
118～
125

伊藤亜紗 春秋社 2019年

174～175 インタビューの作法 国語教材 編集委員会による書下ろし

176 ビブリオバトルに挑戦しよう 国語教材 編集委員会による書下ろし

178～182 贅沢の条件 国語教材 贅沢の条件 187～191 山田登世子 岩波書店 2009年

184～188 瓦を解かないこと 国語教材 正弦曲線 71～74 堀江敏幸 中央公論新社 2009年

190～192 宣伝のことば――ポップ・広告 国語教材 編集委員会による書下ろし

2 / 3 ページ



ページ 名称 種別 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

出　典　一　覧　表
申請図書 出典

備考
名称

193～194 生活の中のことば――手紙・メール 国語教材 編集委員会による書下ろし

196～201 来るべき民主主義 国語教材
来るべき民主主義――小平市都
道328号線と近代政治哲学の諸問
題

113～
118

國分功一郎 幻冬舎 2013年

203～208 主体という物語 国語教材 責任という虚構 16～19 小坂井敏晶 東京大学出版会 2008年

210～211 意見を文章にまとめてみよう 国語教材 編集委員会による書下ろし

212 読書案内　書くことが「世界」を創る 国語教材 編集委員会による書下ろし

214～220 開かれた文化 国語教材 大航海 76～83 岡真理 新書館 2001年

222～230 人新世における人間 国語教材
人間の解剖はサルの解剖のため
の鍵である

163～
172

吉川浩満 河出書房新社 2018年

232～239 名づけと所有 国語教材 書き下ろし 西谷修

241 対比の働きを理解しよう 国語教材 編集委員会による書下ろし

（備考） １　「申請図書」の欄については次のとおりとする。

　　①　「ページ」の欄には、引用又は新たに作成した教材や資料等の申請図書における掲載ページを示す。

　　②　「名称」の欄には、引用した教材や資料等の申請図書における名称を示す。

　　③　「種別」の欄には、国語教材、楽譜、写真、図、挿絵、表、グラフ、地図などの別を示す。

２　「出典」の欄については次のとおりとする。

　　①　出典が一般図書の場合は、当該図書の名称（版次を含む。）、掲載ページ、著作者・編集者等、発行者及び発行年次を各欄に示す。

　　②　出典が定期刊行物の場合は、発行年次欄に巻号、発行年月日等を示す。

　　③　出典が図書でない場合には、備考欄に資料提供者や保有者の氏名又は名称、及び当該資料に付された整理番号等を示すなど、出典を確認することが可能な情報を記入する。

３　出典を基に申請図書の発行者が改変を行った場合又は新たに作成を行った場合は、「備考」欄にその旨を示す。

４　（１）写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。

　　（２）著作物の掲載に当たっては、著作権法第３３条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、補償金を著作権者に支払う必要があることを注意すること（別途契約を締結する場合を除く）。

備考４の内容について確認しました。 ☑
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

口絵一 岡本太郎「若い夢」 写真
岡本太郎記念館／広島現代美
術館提供

口絵二 氷川清話 写真 江戸東京博物館

口絵二 勝海舟 写真 江戸東京博物館

口絵三 一九三六年、アメリカ（ドロシア・ラング〉 写真 自社所蔵

口絵三 子供の遊戯〈ブリューゲル　一五六〇年〉 絵画 自社所蔵

口絵四 ブラインドマラソンで活躍する選手 写真 朝日新聞フォトアーカイブ提供

口絵四 車いすバスケットボール選手たち 写真 アフロ提供aflo_35606828

口絵五
地質年代区分とそれぞれの年代における
生物をイメージ化したイラスト

絵画 アフロ提供aflo_152946659

11
アメリカ合衆国とカナダの国境となるナイア
ガラの滝にかかるレインボーブリッジ。橋の
中央が国境。

写真
TOSHIYUKI USHIJIMA
撮影

SEBUN PHOTO/amanaimages
提供

11 金木犀 写真 アマナイメージズ提供

12 鰯雲 写真 アマナイメージズ提供

13 夜と朝の境目 写真 飯島裕撮影 アマナイメージズ提供

14 川上弘美氏プロフィール 写真 自社所蔵

19 土偶（群馬県吾妻郡吾妻町郷原出土） 写真
ＰＰＳ通信提供
TOP16097203_Max

20 フラクタル日除け（京都大学） 写真 酒井敏研究室提供

21 屋久島の杉 写真 pixta提供60844250_L

22 齋藤亜矢氏プロフィール 写真 著者提供

25 スピーチテーマ【環境問題】 図 片岡ミチ 自社所蔵

30 ソシュール 写真 自社所蔵

32 英仏対応表 図 自社作成

32 日英対応表 図 自社作成

34 星雲 写真 Pixta提供

35 内田樹氏プロフィール 写真 自社所蔵

40 パノプティコン 写真 ＰＰＳ通信提供

41 黒崎政男氏プロフィール 写真 自社所蔵

44
図1.不均衡進化論によるDNA複製のモデ
ル

図 科学と非科学 137 中屋敷均 講談社 2019年

46 太平洋中央海嶺の熱水噴出孔 写真 アマナイメージズ提供

47 Deinococcus radiodurans 写真 Michael Daly撮影 wikipedia パブリックドメイン

48 中屋敷均氏プロフィール 写真 自社所蔵

51 引用をフリップにして話し合う 図 片岡ミチ 自社所蔵

60
映画『エイリアン』（1979）の主人公リプリー
の台詞の日本語字幕

絵画 たつみなつこ たつみなつこ／白澤社提供

申請図書 出典
備考

図　版　出　典　一　覧　表
別紙様式第23号
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
申請図書 出典

備考

図　版　出　典　一　覧　表

61 中村桃子氏プロフィール 写真 自社所蔵

68 コルセットの広告（フランス、１９世紀） 絵画
ユニフォトプレス提供
BAL_217715

70 鷲田清一氏プロフィール 写真 自社所蔵

73 ピエール・ブルデュ 写真
ユニフォトプレス提供
uniH_RDA00052573

75 祝儀袋 写真 Pixta提供37458959_M

79 松村圭一郎氏プロフィール 写真 自社所蔵

82 スピーチをメモする 図 自社作成

87 メロス島 写真 アマナイメージズ提供

88 人柱像 写真 自社所蔵

89 ミロのヴィーナス（ルーブル美術館蔵） 写真
PPS
Archives21_4101-021061

90 サモトラケのニケ（ルーヴル美術館蔵） 写真 アマナイメージズ提供

92 清岡卓行氏プロフィール 写真 自社所蔵
95 雪の中の足跡と形跡に示された悲劇 絵画 「シートン全集」第17巻 395 評論社 1951年

97 綿尾兎 写真 iStock提供1193013730

97 横縞梟 写真 iStock提供638938558

98 E・シートン　プロフィール 写真 自社所蔵

101 『日本経済新聞』2019年9月28日（朝刊） 写真 日本経済新聞提供

101 表１　他の新聞での見出し 図 自社作成

103 日本語教育の推進に関する法律 図 自社作成

105 図1　陸軍兵士の死亡率 図 自社所蔵

105 図2　兵士の死因別死亡率 図 自社所蔵

106 図3　グラフのために使われた基礎資料 図 自社所蔵

109 イギリス地図 地図 自社作成

110 路上生活者の支援施設（イギリス） 写真 アマナイメージズ提供

114 再建中のグレンフェル・タワー 写真 アマナイメージズ提供

116 ブレイディみかこ氏プロフィール 写真 自社所蔵

124 宇野重規氏プロフィール 写真 自社所蔵

127 「主体性」を討論する 図 片岡ミチ 自社所蔵

128
『対話のレッスン　日本人のためのコミュニ
ケーション術』

写真 書影 平田オリザ 講談社 2015年 自社所蔵

128 『議論入門ー負けないための5つの技術』 写真 書影 香西秀信 筑摩書房 2016年 自社所蔵

128 『「からだ」と「ことば」のレッスン』 写真 書影 竹内敏晴 講談社 1990年 自社所蔵

128 『手話の世界を訪ねよう』 写真 書影 亀井信孝 岩波書店 2009年 自社所蔵

128 『僕らの世界を作りかえる哲学の授業』 写真 書影 土屋陽介 青春出版社 2019年 自社所蔵

128 『戦争は女の顔をしていない』 写真 書影
スヴェトラーナ・アレク
シェーヴィチ

岩波書店 2016年 自社所蔵
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
申請図書 出典

備考

図　版　出　典　一　覧　表

128 『東京プリズン』 写真 書影 赤坂真理 河出書房新社 2012年 自社所蔵

131 １５世紀に描かれた世界図 写真 ＰＰＳ通信提供

135 若林幹夫氏プロフィール 写真 自社所蔵

142 野矢茂樹氏プロフィール 写真 自社所蔵

148 岩井克人氏プロフィール 写真 自社所蔵

151（下段） 「ＡＩと人間」を考える 図 片岡ミチ 自社所蔵

152 『はじめての構造主義』（橋爪大三郎） 写真 書影 橋爪大三郎 講談社 1988年 自社所蔵

152 『生物と無生物のあいだ』（福岡伸一） 写真 書影 福岡伸一 講談社 2007年 自社所蔵

152 『哲学入門』（戸田山和久） 写真 書影 戸田山和久 筑摩書房 2014年 自社所蔵

152
『多数決を疑う――う社会的選択理論とは
何か』（酒井豊貴）

写真 書影 酒井豊貴 岩波書店 2015年 自社所蔵

152
『たったひとつの「真実」なんてない――メ
ディアは何を伝えているのか？』（森達也）

写真 書影 森達也 筑摩書房 2014年 自社所蔵

152 『ロウソクの科学』（マイケル・ファラデー） 写真 書影 マイケル・ファラデー 岩波書店 2012年 自社所蔵

152
『エコ・ロゴス――存在と食について』（雑賀
恵子）

写真 書影 雑賀恵子 人文書院 2008年 自社所蔵

157 番組でインタビューする著者 写真 アマナイメージズ提供

158 国谷裕子氏プロフィール 写真 著者提供

162
「江戸開城談判」図中の西郷隆盛（左）と勝
海舟（右）（結城素明）

絵画 聖徳記念会館提供

163 長田弘氏プロフィール 写真 自社所蔵

172 伊藤亜紗氏プロフィール 写真 著者提供

175 インタビュー依頼状 図 自社作成

176
『ビブリオバトル――本を知り人を知る書評
ゲーム』（谷口忠大）

写真 書影 谷口忠大 文藝春秋 2013年 自社所蔵

176
『マンガでわかる　ビブリオバトルに挑戦！』
（谷口忠大・沢音千尋・粕谷亮美）

写真 書影
谷口忠大・沢音千尋・粕
谷亮美

 さ・え・ら書房 2016年 自社所蔵

182 山田登世子氏プロフィール 写真 自社所蔵

186 法興寺（飛鳥寺）跡から出土した文字瓦 写真 朝日新聞フォトアーカイブ提供

187 元興寺本堂と屋根瓦 写真 ユニフォトプレス提供

188 堀江敏幸氏プロフィール 写真 自社所蔵

191 『雑草はなぜそこに生えているのか』ポップ 写真 自社所蔵

191 『友だち幻想』ポップ 写真 自社所蔵

191 『砂糖の世界史』ポップ 写真 自社所蔵

191
『何のために「学ぶ」のか――中学生からの
大学講義』ポップ

写真 自社所蔵

191 『82年生まれ、キム・ジヨン』広告 写真 自社作成

192 「打てるものなら、打ってみろ。」 写真 毎日新聞提供

194 お世話になった人への手紙 図 自社作成
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ページ 名称 種別 名称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等
申請図書 出典

備考

図　版　出　典　一　覧　表

194 学校行事の案内文 図 自社作成

201 國分功一郎氏プロフィール 写真 自社所蔵

204 サブリミナル・パーセプションの実験 図 自社作成

208 小坂井敏晶氏プロフィール 写真 自社所蔵

211（上段） 推敲表 図 自社作成

212 『レポートの組み立て方』（木下是雄） 写真 書影 木下是雄 筑摩書房 1994年 自社所蔵

212 『高校生のための文章読本』 写真 書影 梅田卓夫ほか編 筑摩書房 2015年 自社所蔵

212 『日本語のレトリック――文章表現の技法』 写真 書影 瀬戸賢一 岩波書店 2002年 自社所蔵

212 『ニッポンの書評』 写真 書影 豊崎由美 光文社 2011年 自社所蔵

212 『ねにもつタイプ』 写真 書影 岸本佐知子 筑摩書房 2010年 自社所蔵

212 『忘れられた日本人』 写真 書影 宮本常一 岩波書店 1984年 自社所蔵

212 『戦中派不戦日記』 写真 書影 山田風太郎 講談社 2002年 自社所蔵

215
インドネシアのフードコート。（2022年・ジャ
カルタ）

写真 アフロaflo_185767821

220 岡真理氏プロフィール 写真 自社所蔵

223 投棄ゴミの埋め立てが作った地層 写真
ユニフォトプレス提供
uniH_25.HHXGTP

230 吉川浩満氏プロフィール 写真 自社所蔵

234 ヴァルトゼーミュラーによる世界地図 写真 アフロ提供153369625

234 アメリゴ・ヴェスプッチ 写真 自社所蔵

236 ハイチ島に上陸するコロンブス 写真 ＰＰＳ通信提供

239 西谷修氏プロフィール 写真 自社所蔵

（備考） １　「申請図書」の欄については次のとおりとする。

　　①　「ページ」の欄には、引用又は新たに作成した教材や資料等の申請図書における掲載ページを示す。

　　②　「名称」の欄には、引用した教材や資料等の申請図書における名称を示す。

　　③　「種別」の欄には、国語教材、楽譜、写真、図、挿絵、表、グラフ、地図などの別を示す。

２　「出典」の欄については次のとおりとする。

　　①　出典が一般図書の場合は、当該図書の名称（版次を含む。）、掲載ページ、著作者・編集者等、発行者及び発行年次を各欄に示す。

　　②　出典が定期刊行物の場合は、発行年次欄に巻号、発行年月日等を示す。

　　③　出典が図書でない場合には、備考欄に資料提供者や保有者の氏名又は名称、及び当該資料に付された整理番号等を示すなど、出典を確認することが可能な情報を記入する。

３　出典を基に申請図書の発行者が改変を行った場合又は新たに作成を行った場合は、「備考」欄にその旨を示す。

４　（１）写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。

　　（２）著作物の掲載に当たっては、著作権法第３３条に基づき、掲載する旨を著作者に通知するとともに、補償金を著作権者に支払う必要があることを注意すること（別途契約を締結する場合を除く）。

備考４の内容について確認しました。 ☑
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ページ 名称 種別

10～14 境目
国語教材

（82ページ13～14行目）空が、高い。じきに、冬が来る。この原稿を書き終わったら、走って一分の市の境目まで行ってみて、境
目を踏み越えてみようと思っている。

削除 分量の調整

①（10ページ4行目）（現代美術）

②（12ページ14行目）（霊長類学）

③（12ページ14行目）（生態学）

④（13ページ9～14ページ11行目）最後の自由研究で、一本のアコウの木を選んだ。大きなアコウには実がたわわになってい
て、たくさんの生き物がやってくるに違いない。そう期待して、半日ほど定点観察をすることにした。
　双眼鏡をかまえ、少し離れた斜面に陣取る。ひたすら待つこと一時間、やってきたのは二〇頭ほどのサルの群れだった。たら
ふく食べたサルの群れは、食後のグルーミングをしたのち、クークーと声をかけあいながら去っていった。
　とたんに、しんとした時間が訪れた。一本と一人。アコウの上を過ぎていく雲の流れを見つめる。風が抜けるたび、しゃらしゃらと
照葉樹の乾いた音が鳴る。しばらくして、ふと生暖かい匂いを感じた。そっとふりかえると、一頭の若いオスザルがうしろに座って
いた。群れから離れて行動しているヒトリザルだろう。その気配を背中で感じながら、しばらく空間を共有して過ごした。なんだかう
れしくて、こころがじんわり温かくなった。
　その後「ヤクザル調査隊」というヤクシマザルの調査のお手伝いにも参加して、さらに一週間、屋久島の森のなかでテントを
張って過ごした。その一週間後には、霊長類研究所の松沢哲郎先生のオランウータン調査に同行させてもらい、マレーシアのボ
ルネオ島に一〇日間ほど滞在した。はじめてにして、贅沢なフィールドワーク漬けの夏。それが、わたしの一つの原点となった。

④削除 ④分量の調整

⑤（14ページ15行目）（媒体） ⑤削除
⑤学習上の配
慮

①（59ページ13行目）これまで僕は、

②（59ページ13行目）繰り返しいってきた。

②（60ページ4～5行目）その具体的な方法については、本書の後半でじっくりお話しすることにしたいと思う。
　今回

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

①～③削除

①～③前後の
文脈をつなげる
ための学習上
の配慮

①～③学習上
の配慮

26～28 一般化のワナ

国語教材

国語教材

16～22 サイエンスの視
点、アートの視

点

別紙様式第23号

①～③削除
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

①（60ページ13～14行目）（ほかにもソシュールはいろいろなことを指摘したのですが、いちばんだいじにな一つだけにしておき
ます。）

②（62ページ12行～63ページ10行目）その箇所を引用しておきましょう。

「フランス語の『羊』（mouton）は英語の『羊』（ｓｈｅｅｐ）と語義はだいたい同じである。しかしこの語の持っている意味の幅は違う。
理由の一つは、調理して食卓に供された羊肉のことを英語では『羊肉』（mutton）と言ってsｈｅｅｐとは言わないからである。sheep
とmoutonは意味の幅が違う。それはsheepにはmoutonという第二の項が隣接しているが、moutonにはそれがない、ということに由
来する。（略）もし語というものがあらかじめ与えられた概念を表象するものであるならば、ある国語に存在する単語は、別の国語
のうちに、それとまったく意味を同じくする対応物を見い出すはずである。しかし現実はそうではない。（略）あらゆる場合におい
て、私たちが見出すのは、概念はあらかじめ与えられているのではなく、語のもつ意味の厚みは言語システムごとに違うという事
実である。（略）概念は示差的である。つまり概念はそれが実定的に含む内容によってではなく、システム内の他の項との関係に
よって欠性的に定義されるのである。より厳密に言えば、ある概念の特性とは、『他の概念ではない』ということに他ならないので
ある。」（『一般言語学講義』。ちなみに本書ではフランス語と英語については、原著が手に入ったものは私が訳文を書いていま
す。）

③（64ページ11行～65ページ5行目）高島俊男は同じことが漢語と日本語のあいだでも起こっていると指摘しています。

「われわれはいま『お天気』ということばをごく日常にもちいているが、この『天気』という語も本来の日本語ではない。これも、概括
的、抽象的なことばなのである。同様に『春』『夏』『秋』『冬』はある。しかしそれらを抽象した『季節』はない。
　あるいは目にみえる『そら』はある。しかし万物を主宰し、運行せしめ、個人と集団の命運をさだめる抽象的な『天』はない。いや
この『天』ともなると、単に抽象的というにとどまらず、この概念を生んだ種族の思想――すなわちものの考えかた、世界と人間の
とらえかた――を濃厚にふくんでいる。
　概念があるからことばがある。逆に言えば、ことばがないということは概念がないということである。」（『漢字と日本人』）

③削除 ③分量の調整

④（66ページ1行目）「そら」と「天」や、 ④削除

④前後の文脈
をつなげるため
の学習上の配
慮

ことばとは何か

国語教材

①②分量の調
整

30～35

①②削除
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

①（87ページ11行目）フロッピー・ディスク ①削除
①学習上の配
慮

②（88ページ２行目）コミュニケーション形態の大変動 ②削除
②手引きの問
い設定のため
の削除

③（89ページ1行～91ページ15行目）個人の自由という発想自体が変容する
　個人、インディビジュアルという発想は、ルネサンス時代の個人の自立や、デカルト以来の自我論などを経て成立してくる歴史
的産物にすぎない、と考えることもできる。ということは、今後の流れによっては個人という発想自体が消滅する、ということも大い
にありうる。
　今後、コンピュータの世界は、人間社会のきわめて根本的なところを変えていくであろう。つまり、ここ二百年くらいで獲得した
個人の自由、あるいはプライバシーなどといった発想自体がおそらく変容すると思われる。その流れの中では、個人がユビキタス
のツールを使って、生活がもっと充実するのかという問い自体が不自然である。そのときには、人間のあり方すら変容しているの
だから。
　ポスト・モダンの時代がくれば、人間はもっと自由になれる、というわれることもあるが、この言説の不自然さも同様である。自由
というのは、もともとモダンの中の概念なのであり、ポスト・モダンになれば、自由という発想自体が消えている可能性がある。前コ
ンピュータ時代に培った発想が、これからのコンピュータ時代にも適合するとは思えない。

　この点を考える好例は、現在取り沙汰されている著作権法の問題である。著作権というのは、西欧で一七〇〇年ごろに成立し
たものであり、本来は書物の時代の版元を保護する法律として制定されたものである。
　だから、最近に出現したインターネットや今後のユビキタスの時代に、著作権をどう守るかという発想自体がずれている。まず
は、インターネットやユビキタス時代における著作権とはそもそもいったい何なのかという問いでなければならない。それなのに、
前提として著作権があり、それを動かさず、しかも、うまく守っていこうね、という発想が根本にあるために、その問いは的はずれ
なものとなってしまうのである。
　プライベートとパブリックの境が消滅
　従来のメディアでは、個人が公に対して発言するには、その機会獲得などのさまざまな困難や、編集者などによる校閲が伴っ
ていた。良くも悪くも、この距離こそ、思いを思考に、一面的な思念を客観的な意見へと練り上げるものである。
　しかし、インターネットにおいては、気楽に書き連ねた文章を、自分のコンピュータに保存することと、ネット上に公開することの
差は、二、三のキー操作の差にすぎない。従来のいかなるメディアとも異なり、インターネットでは、〈発想〉と〈発表〉との間の落差
がほとんど存在しない。あるいは、〈自我境界〉があいまい化、拡大化し、自己と世界が、いわば〈短絡〉してしまうのである。ここで
は、プライベートとパブリックの境が溶け落ちる。さまざまな情報とともに、何億もの個人のとりとめもない思いや理解や誤解がネッ
ト上にあふれる。これらは呼び出されなければ、無言のままにとどまっているが、ひとたび検索の網にかかれば、強大な力を発揮
することになる。
　だから、インターネットにおける著者と読者（情報発信者と受信者）の問題は、目下のところ、従来とはまったく異なる様相を呈し
ている。
　一方では、これまで泣き寝入りせざるを得なかった者が、発言手段を得て、不正を告発することができる。他方では、十分な論
拠も証拠もないまま、一方的意見をホームページに掲載したり、匿名性を利用した個人の誹謗中傷がまかり通ったりしている。一
人の勇気ある発言が不正をただすこともあれば、その発言が、個人やコミュニティや企業を崩壊させることもある。ともかく、これま
で一般の個人が持っていた、ビラやミニコミ、投書欄への投稿などという発言手段に比較して、インターネットの持つ力は圧倒的
となっているのである。

④（92ページ２行目）すべての情報が蓄積される監視社会 ④削除
④手引きの問
い設定のため
の削除

国語教材

37～41

③分量の調整③削除

デジタル社会
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

⑤（92ページ６行～１１行目）たとえば、BSデジタルTVを購入する。契約しないと映らない有料チャンネルに、視聴のため電話を
かける。TVに附属してきたB-CASカード二十桁程度の番号を伝えて数分も待つと、突然そのチャンネルが映るようになる。地球
を回る衛星から、数限りない大量のTVのうちで、我が家のTVが個別的にピンポイントで操作されたのだろうか。
　あるいは

⑤削除
⑤学習上の配
慮

⑥（92ページ10行～93ページ４行目）　デジタル放送のＢ－ＣＡＳは、暗号技術を利用し、各受信機に固有の暗号かぎを使っ
て、個人宛にメッセージを送ったり、限定受信を可能にするものだ。すべてのＢ－ＣＡＳカードのＩＤ番号は、基本台帳で一元的
に管理される。

⑥削除
⑥学習上の配
慮

⑦（94ページ４行目）第一章でも触れたが、 ⑦削除

⑦前後の文脈
をつなげるため
の学習上の配
慮

①（138ページ6行目）ランダムに起こる遺伝子の変異

②（140ページ4行目）放射線に耐える奇妙な果実

①（101ページ７行目～９行目）（ついでに言えば、「身の上」「身の者」「身勝手」「身分」「立身出世」などというように、日本語の
「身」は人間関係という社会的な地平で思い浮かべられることが多い。）

②（103ページ２～６行目）このことを、『存在と所有』の著者Ｇ・マルセルは次のような逆説としてとらえる。つまり、「わたしが事物
を意のままにすることを可能にしてくれるその当のものが、現実にはわたしの意のままにならない」という逆説のなかに、かれは
「不随意性〔意のままにならないこと〕ということの形而上学的な神秘」を見てとるのである。

③（103ページ17行目）身体は皮膚に包まれているこの肉の塊のことだ、と、

③（194ページ13行目と
14行目の間に１行アキを
挿入して）身体は皮膚に
包まれているこの肉の塊
のことだ、と、

③学習上の配
慮

④（105ページ8行目）物質の塊としての身体、

④（196ページ10行目と
11行目の間に２行アキを
挿入して）物質の塊とし
ての身体、

④学習上の配
慮

国語教材

①②学習上の
配慮

37～41

63～70

国語教材

43～48 システムと変異

国語教材 ①②削除

デジタル社会

①②学習上の
配慮

①②削除

身体、この遠きも
の
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

①（28ページ8行目）マクドナルド
①（76ページ6行目）ハン
バーガーショップ

①特定の商標
名を出さない配
慮

②（29ページ4～15行目）この区別は、人と人との関係を意味づける役割を果たしている。
　たとえば、「家族」という領域は、まさに「非経済／贈与」の関係として維持されている。家族のあいだのモノのやりとりは、店員と
客との経済的な「交換」とはまったく異なる。誰もがそう信じている。
　レジでお金を払ったあと、店員から商品を受けとって、泣いて喜ぶ人などいない。でも日ごろの感謝の気持ちを込めて、夫や子
どもから不意にプいセットを渡された女性が感激の涙を詭すことは、なにもおかしくない。
　このとき女性の家事や育児を経済的な「労働」とみなすことも、贈られたプレゼントをその労働への「対価」とみなすことも避けら
れる。そうみなすと、レジでのモノのやりとりと変わらなくなってしまう。
　母親が子どもに料理をつくったり、子どもが母の日に花を贈ったりする行為は、子どもへの愛情や親への感謝といった思いに
あふれた営みとされる。母親の料理に子ど

②削除 ②分量の調整

③（58ページ4行目）前に書いたように、

④（58ページ5行目）「経済」の章での言い方を繰り返せば、

⑤（59ページ9～12行目）　哲学者のメルロ＝ポンティは言う。
　「他人の身体を知覚するのは、まさに私の身体であり、これはそこに、いわば自分自身の諸志向の奇跡的な延長を、つまり世
界を取り扱うなじみ深い仕方を見いだすのである」（『知覚の現象学』法政大学出版局、五七八頁）

⑤削除
⑤学習上の配
慮

⑥（60ページ４～13行目）飼い犬の感情を読みとれる人もいるかもしれないが、人間以外の動物は極端に表情に乏しい。
　「笑う大」という表現に「おかしさ」があるのは、ふつう犬が人間のように顔全体の筋肉を使って「笑い」を表現できないからだ。そ
れはまさに「身体的」に制約されている。
　霊長類学者の山極壽一さんによると、ゴリラなど人間に近い霊長類でも、ほとんど白目がない。これは相手に感情を読みとられ
ないようにするためだ。人間は進化の過程で、あえて白目の部分を大きくし、瞳の動きを相手にさらすことを選んだ。そうして互い
に感情を示しあい、共感が生じる可能性を身体的に保証することで、社会的な存在となってきた。

⑥削除 ⑥分量の調整

72～79

③④前後の文
脈をつなげるた
めの学習上の
配慮

③④削除

贈り物と商品の
違い

国語教材
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

①（135ページ12行目）日本における寒波の長期変動 ①削除
①学習上の配
慮

②（135ページ13行目）1981～2010年の
②（87ページ12行目）一
八九八～二〇一四年

②誤記

③（137ページ６行目）温暖化すると寒波が増える？ ③削除
③学習上の配
慮

④（138ページ１行目）先述した ④削除

④前後の文脈
をつなげるため
の学習上の配
慮

⑤（139ページ6行目）予測を裏切る温暖化の影響に備える ⑤削除
⑤学習上の配
慮

⑥（139ページ7行目）「なぜ日本の冬は寒くなるのか」という疑問に対して ⑥削除

⑥前後の文脈
をつなげるため
の学習上の配
慮

①（83ページ2行目）代表的なものを、順次、紹介していきましょう。

②（84ページ4行目）二つ目の

①（76ページ９行目）元底辺中学校
①（106ページ上9行目）
中学校

①学習上の配
慮

②（76ページ13行目）底辺託児所
②（106ページ下２行目）
託児所

②学習上の配
慮

③（82ページ17～18行目）「ファッキン」「バスタード」「ワンカー」といった卑語が断続的に響き、 ③削除
③学習上の配
慮

①（4ページ2～4行目）就活に励む若者のためのセミナーのタイトルを見ても、「自分らしさを探そう」や「自分らしさを活かして、
内定を勝ち取ろう」など、「自分らしさ」ばかりが目につきます。

②（7ページ10行目）関連して、「成熟社会」という言葉もよく耳にするようになりました。

③（8ページ10～11行目）　先ほど、「およそ現代社会の特徴をとらえるために、〈私〉という視点が欠かせない」といいましたが、
③削除

③前後の文脈
をつなげる学習
上の配慮

116～122

104～106

①②学習上の
配慮

①②削除

①②学習上の
配慮

国語教材

①②削除

106～114

わかっていること
いないこと

国語教材

ナイチンゲール
が作成した統計

図表 国語教材

〈私〉時代のデモ
クラシー

国語教材

誰かの靴を履い
てみること

86～92
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

①（109ページ11行目）科学は宗教より“無知”である ①削除 ①分量の調整

②（111ページ７～８行目）透明さと不気味さと
②7行目の1行アキを詰
めて、8行目を削除

②分量の調整

③（112ページ8行目）前の章で見た ③削除

③前後の文脈
をつなげるため
の学習上の配
慮

④（112ページ15行～118ページ２行目）明晰な合理性と不気味さはどちらも、今日にいたってなお、道具や機械や技術の本質
なのだ。

　さまざまな合理性
　ところで、科学的であることと合理的であることとは、いつも一致するわけではない。
　科学的であるとは、世界に対する知識や探求、働きかけが、科学を特徴づける実証性や反証可能性にもとづくようになるという
ことだ。これに対して合理的であることは、必ずしも科学的である必要はない。現代に日本語では「合理的」という言葉や「合理
化」という言葉は、「効率的」や「効率化」という言葉とほぼ同じ意味で使われることが多い。だが「合理的」という言葉には、もっと
広範かつ複雑なニュアンスがある。
　合理的あるとは、文字どおりには「理に合っていること」ということだ。だが、「理」と言ってもいろいろある。与えられた目的に対し
て最小のコストで最大の効果を上げることが理にかなっていると考える人もいれば、たとえ効率は悪くても道徳的な正しさや倫理
性といった価値観に即した行為や状態を選択することが理にかなっていると考える人もいる。
　たとえばスポーツの試合で、対戦相手がどこかを怪我しているとしよう。競技に際しての目標は勝利することだ。そして、より確
実に勝利するためには、競技のルールに違反しないかぎりで相手の負傷を利用し、ときにそれを痛めつけるような攻撃を仕掛け
ることが理にかなっていよう。だがしかし、そのように相手の弱みを利用することはルール違反でなくともフェアではないと考える
ならば、それは理にかなってはいないという判断もありうる。この場合には、相手の弱みを攻めないこと、ときにはそれによって自
ら敗北してしまうことが、合理的であるということになる。

また、いわゆる「お役所仕事」では、仕事の効率性よりも所定の手続きを踏み、前例を踏まえ、役所の縦割り区分が守られている
ことが重視される。目標を達成するための効率的な手段という視点からすればまったく理にかなっていないこうした「官僚体質」
も、所定の手続きを踏み、あらゆる事案を例外なく平等に、失敗なく処理するという官僚制の「理」に即してみれば合理的だと見
なしうる。
このように、ある行為や状態が合理的であるかどうかは、どのような「理」を規準とするかで違ってくる。合理的な行為や状態とは、
ある「理」の規準に関して適切な行為や状態が選ばれていることが、行為者にもそれを観察する人びとにも納得できるということ
なのだ。
社会科学の“巨匠” の一人、マックス・ヴェーバーは、与えられた目的の達成に対して最も適合的と思われる手段を選択するとい
う規準にもとづく行為を「目的合理的行為」、ある価値観や美意識に即して最も妥当な行為を選択するという規準にもとづく行為
を「価値合理的行為」と呼んだ。また、官僚制のように形式的な整合性と計算可能性を追求するような「理」のあり方を「形式合理
性」と呼んで、行為の内実が一定の規準に即して価値があったり、目的に応じていたりすることを重視する「実質合理性」から区
別している。

④分量の調整④削除

101～106 魔術化する科学
技術

国語教材
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

重要なことは、いずれの「合理性」にしても、自分一人で「理にかなっている」というだけでは「合理的」とは言えないということであ
る。合理性とは、ある行為や状態の当事者にとって「理にかなっている」と思われるだけでなく、その当事者ではない人、行為や
状態を評価する他の規準をもった人びとにも、ある規準を採用した場合には「理にかなっている」と判断できるような、行為や状
況の選択なのだ。価値合理的行為は、目的合理的行為に「理」を見る人からすればまったく合理的ではないにもかかわらず、そ
の価値観に即せば「理にかなったもの」と見なすことができる。また、実質合理性の立場に立つ人から見れば官僚制の形式主義
は合理的ではないが、形式的な整合性と計算可能性を重視するという立場を仮にとってみれば、その合理性を理解することは
不可能ではない。合理性とはこのように、ある「理」の規準に即して、当事者以外の他者たちから見ても「理にかなっている」という
ことなのである（それに対して心理学で言う「合理化」は、傍目には合理的ではないような行為や状況の選択を自分自身で納得
させるために行なわれる。とれなかったぶどうの実を、「あのぶどうは酸っぱいや」と言ったイソップ物語の狐のような心理であ
る）。

理解できないことを信じる
現代の社会で「合理的」とか「合理化」と呼ばれているのは、主として科学的な知識やその応用である科学技術によって、ある目
的に対する最も効率的な手段や方法を選択するような「合理性」とその追求である。現代の技術文明は、こうしたさまざまな合理
性の中で、科学的な知識にもとづく合理性を追求し、それを社会の中で応用することによって発展してきた。
企業の経営、職場の管理、商品の開発などでも、科学的な合理性と効率の追求は最も大きな規準のひとつである。新しい科学
技術を応用した商品は性能を向上させ、最新の技術や知識を利用した生産体制や業務システムは効率を高め、コストの削減を
可能にし、利潤の増大をもたらすのだ。
日常の暮らしの中にも、科学化と合理化はさまざまな形で入り込んでいる。さまざまな電気製品やガス製品は、炊事、洗濯、掃除
などの家事の「合理化」を進めてきた。住宅の聞取りやキッチンのレイアウト、家庭電気製品や家事用品のデザインでは、最新の
人間工学が応用され、無駄なく機能的な生活が設計される。どこかに行きたいと思えば、インターネットの路線検索などで、最も
速いルートや最も安価なルートを調べ、そこから最も合理的な経路を選ぶこともできる(そうして選ばれ、利用される鉄道や航空
機などの交通機関が高度な科学技術の結晶であることは言うまでもない)。最新の研究にもとづく効率的なダイエットや、科学的
に実証された健康法もある。最新の研究にもとづくスポーツ飲料やうまさを科学的に追求した製法のビールを飲み、バイオテクノ
ロジーを駆使して作られた食品を口にする。インターネットを駆使してさまざまな情報を仕入れ、最新の金融理論にもとづく投資
商品で資産運用することもできる。そもそも、そうした生活を可能にするエネルギーの供給、上下水道のシステム、金融の制度
等々はみな、さまざまな科学技術が可能にしたエネルギーと情報の制御とネットワークの上に成り立っている。それが私たちの科
学的で、合理的な生活である

④分量の調整④削除

101～106 魔術化する科学
技術

国語教材
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

だがしかし、前の章でも触れたように、そうした科学化され、合理化された生活を営む個々人は、いわゆる「専門家」も含めて、特
定領域の科学的成果を自らの手で検討したり、判断したりすることなどできない。もちろん私たちは、算数、数学、理科などの学
習を通じて世界に対する科学的な理解の基礎を学んだことになっており、高度な科学技術もそうした基礎の延長線上にあるらし
いということを知っているけれども、では具体的にそれらがどのような延長線の上にあるのかを説明することはできないだろう。こ
の机の上のパソコンが、台所のあの電子レンジが、なぜ、どのようにして動くのかを私は知らないが、それらを使えばある目的を
容易に達成できるということは知っている。科学技術の高度化によって社会の合理性を高めるためには、その研究と応用を特定
の専門家や機関にゆだねることが、それゆえ個々の人びとはそうした専門化した科学や技術を理解できないことを甘受するの
が、合理的なのだ。
このとき、私たちは「科学」とその「合理性」を自らの判断において信じているのではない。私たちは、特定の分野を担当する専門
家集団や、彼らが設計・運営する技術やシステムの科学性と合理性を、理解はしていないけれども信じているのだ。科学技術文
明を生きる個々の人びとにとっての合理性とは、そうした専門家集団や彼らの設計・運営する技術やシステムを信頼することが理
にかなっているという合理性である。科学技術という知のシステムや、それが可能にしたエネルギーや情報を制御し、利用するシ
ステムの合理性への信頼を合理的と考えるという意味で、そうした合理性を「システム合理性」と言うこともできるだろう。

魔術化する科学技術
けれども、

135～140 未来は存在しな
い 国語教材

（305ページ６～７行目）このことを認めると、存在論的な、あるいは意味論的な問題が次々に発生してくる。これは、ちょっとおも
しろいぞ、などと最近つくづく考えているのである。

削除 学習上の配慮

④分量の調整④削除

101～106 魔術化する科学
技術

国語教材
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

①（117ページ5行目）
「多と一を結びつける困難な営み」

②（114ページ12行目）
「多数性こそが政治の条件」

201～206 主体という物語

国語教材

(17ページ3～12行目）一〇〇〇分の何秒という非常に短い時間だけ文字や絵を見せると、被験者は何を見たのかわからないだ
けでなく、何かを見たという意識さえ抱かない。三人（そのうち二人はサクラＡとＢ）に参加してもらい、非常に短い時間だけ詩を
見せるから、詩の作者が男性であるか女性であるかを当ててほしいと依頼する。しかし実際には詩ではなく、サクラ二人のうちど
ちらか一人（例えばＡ）の写真を見せる。その後で「見せられた詩」（実際にはサクラＡの写真しか見ていない）の作者の性別につ
いて討論させる。サクラＡ詩人が男性に違いないと主張し、サクラＢは女性だと答える。タキストスコープ（瞬間露出器）による短時
間（一〇〇〇分の四秒）の提示なので、何かを見たという意識さえ生じない。それでも無意識的情報が人間の判断を左右し、サ
クラＡの意見に被験者は影響を受ける。つまり詩だと偽ってサクラＡの写真を見せると、Ａの言う通り、詩人は男性だと判断する
傾向がある（サクラＡとサクラＢを入れ替えても、詩人の性別を男性と女性を入れ替えても結果は同じ。）
　もう一つ例を挙げよう。

削除 分量の調整

①（76ページ下段12行目～77ページ上段1行目）（日本社会にも多くの日本人ムスリム(イスラーム教徒)や外国人ムスリムが生活
しているが、総人口に占める割合は小さい）。

①削除 ①分量の調整

開かれた文化

国語教材

①②削除
①②学習上の
配慮

212～218

194～199 来るべき民主主
義

国語教材
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

②（77ページ下段３行～79ページ下段19行目）　２
「文化相対主義」――この世界には多種多様な価値観がある。われわれにはわれわれの社会固有の価値観がある。それは、お
前たちの社会のそれとはずいぶんと異質で、お前たちには理解しがたいものであるかも知れないが、しかし、「文化」とはそもそも
そのようなものなのだ。お前たちの価値観を尺度に、それを「間違っている」とか「遅れている」などと一言うことはできない。われ
われとお前たちは異なる。それは文化が違うからだ。その事実を受け入れろ。お前たちはお前たちの価値観で生きればいい。だ
から、われわれがわれわれの価値観で生きることに口を出すな、という主張。
文化相対主義とは現在一般に、このようなものとして理解され、また、現に主張されているように思う。「文化」というものをこのよう
に解釈するかぎり、他文化というものがその異質性において理解されるのは半ば論理的必然でもあるだろう。経済のグローバリ
ゼーションの進展に伴い、「文化」が惑星規模で均質化、一元化されていくのと平行して、多文化主義あるいはネイティヴィズム
に基づく文化の地方主義の主張もまたかまびすしい。このとき「文化相対主義」とは、この多文化主義時代における人類の価値
観のグローバル・スタンダードということになる。だが、文化の異質性を本質化するこのような「文化相対主義」、このような多文化
主義は、グローバリゼーション（それは合州国の政治的、軍事的、経済的、文化的覇権の地球的規模の拡大と同義である）の対
抗言説ではなく、むしろそれを補完するものにほかならないと私は考える。したがって、そうではないようなものとして、私たちは
いま、「文化」なるものを構想する必要があると思う。

インドネシアの人々が豚の酵素使用に対して示した反応、私たちの目から見れば「過剰な」、それゆえ私たちとは「異質な」（もし
かしたら「狂信的」とも言える）反応、それはたしかに文化の違いによるものでは、ある。しかし、たとえば私たちの社会で、人気の
レストランで客に知らされぬまま、料理に猫の肉が使われていたり、ミミズの肉が使われていたりしたことが分かったとしたら、どう
だろうか？　私たちは大騒ぎしないだろうか？　騙されたとは思わないだろうか？　それは大きな社会問題にならないだろうか？
騙されたと思った者たちが集団で抗議したり、レストランの責任者を訴えたりはしないだろうか？　そして、「被害者」がそのような
挙に出たとき、私たちは果たして彼らを、「自分とはぜんぜん違う」異質な者たちであると見なすだろうか。
私が当事者だったらどうするだろう。世界には猫の肉を食する文化もあるのだから、と説明されても、あるいは、ミミズを飼料として
いる動物を私たちは現に食べているのだから、と説明されても、たぶん私には納得できないだろう。それはきわめて感覚的なもの
だ。猫の肉だと知るまでは、お前だってあんなに旨そうに食っていたじゃないか、猫の肉の何が問題なんだ、と言われたとして
も、とにかく猫はいやだ、私は食いたくない、としか言いようがない。
猫の肉を客に供していたことが日本で社会問題化し、関係者が事情聴取されたり、法律違反で逮捕されたことをもし、猫の肉を
食する文化の者が知ったら、日本には猫の肉を食べてはいけないという掟があり、日本人はその掟に従って生きていると解釈す
るかもしれない。
そのような「掟」はこの社会にあるのだろうか？　まさか！　と多くの者が即座に否定するだろう。日本では猫を食わないのだ、だ
から、われわれは猫を食いたくないんだ、「掟」なんかじゃない、と。だが、どうして日本では、猫を食わないのだろう？　どうしてわ
れわれは、猫を食うべきではないと考えるのだろう？　猫を食つてはならない、と明文化された法律が存在するわけではない。
食ったからと言って、罰せられるわけでもないだろう。しかし、それにもかかわらず、私たちは猫を食べない。日本にいるかぎり、
飢餓に直面するとか、（あまりありそうにない事態だけれども）食わないと殺すぞと脅かされたりとか、そういったよほどの場合でも
ないかぎり、自分が猫を食う姿など想像できない。

開かれた文化

国語教材

②分量の調整②削除

212～218

11 / 14 ページ



ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

私たちの行動を制約したり、規定しているもの、それをもし「掟」と言うのなら、日本人が猫を食べないというのは、部族の掟と言っ
てよいだろう。でも、私たちはそれを「掟」とは呼ばない。呼ぶとしたらせいぜいが「慣習」といったところだろうか。他方、イスラーム
の人々が豚を食べないことについては、平気で「掟」などと呼ぶのに（以前、モロッコを舞台に制作されたクイズ番組を見ていたと
きのこと、モロッコの女性たちはイスラームの「掟」に従い体毛を剃らねばならないというナレーションを聴いて、思わずのけぞって
しまったことがある。私の知るかぎり、そんな「掟」は存在しない。たしかに多くの女性たちが腕や脚のむだ毛を処理している。そ
れを「掟」と呼ぶならば、その「掟」はこの日本にだって存在するだろう。いや、日本では、若い男性たちまでも脚のすね毛を処理
しているのだから、日本の「掟」の方がはるかに「厳格」だということになる）。
ヒトは雑食性のはずなのに、人が食について保守的なのは不思議なことだ。豚肉を食することが宗教的に禁じられているイス
ラームの国々では、当然のことながら豚を食する社会的習慣がない。つまり、基本的に売ってない、ということだ。さらに、豚は不
浄なものだと考えられている。そして、常日頃食する習慣がないもの、不浄とされるものに対しで人間は、どこの社会の者であろう
と強い心理的抵抗を感じるものなのだ。日本人が猫や鼠やゴキブリを食することに強い抵抗を感じるように。それでも肉を直接食
するのと、化学反応を引き起こす触媒として豚の酵素を用いるのはぜんぜん違う話ではないかと思う人もいるかもしれない。で
も、たとえば私は、さつきまでミミズが載っていた皿を、洗剤できれいに洗ったからと言われでも、それで食事をする気にはならな
いだろう。そんなに気になるなら、熱湯消毒するからと言われても、断固、違う皿を要求し、要求が認められなければ食事それ自
体を拒否すると思う。あるいは、清潔な環境で化学飼料で養殖されたゴキブリだと説明されても、絶対に食べないだろう。浄・不
浄にまつわる人間の心理はそもそも合理性を越えたものである。

もちろん、インドネシアの人々が豚を食べないのは、そして、豚の酵素が使われていたことに対して強い拒否反応を起こすのは、
イスラームという宗教が豚肉を食するのを禁忌となしているからであり、そのかぎりでは、人々の反応はイスラームの文化によって
規定されたものではあると言える。しかし、その文化において食す習慣がないもの、不浄と考えられているものに対する人間の反
応として、私に言わせれば、彼らの反応はごく自然な、当たり前の、日本人だって場合によってはそのように振る舞うであろう、実
に「人間らしい」反応である。
３

（80ページ上段11行～18行目）エジプト人の女性と上野公園に遊びに行ったとき、群集う鳩を見た彼女は「美昧しそう」と言っ
た。彼女の反応は、鳩料理を郷土料理とするエジプトの文化によって規定されたものだ。それは私たちの反応とは違う。鳩を食
する習慣のない日本では、私たちは鳩を見て「可愛い」とは言っても「美味しそう」とは言わないだろう。だから、それは「文化の違
い」だ。他方、日本人はと言えば、水族館で泳いでいる活きのいい鯵や平目の姿を見て、無性に刺身が食いたくなるのは私だけ
だろうか。

（80ページ下段7行～10行目）（アラブ世界で四年間暮らした私は、目の前で屠殺され、解体されてゆく羊を見て、可哀そうと思う
どころか、その肉の新鮮さに思いを馳せて思わず舌なめずりしてしまう。)

開かれた文化

国語教材

②分量の調整②削除

212～218
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

（80ページ下段21行～82ページ下段21行目）　４
モロッコの社会学者ファーティマ・メルニーシーがどこかでこんなことを書いていた。西洋社会の人間はアラブ社会は宗教的だと
言うが、自分がアメリカで暮らしてみて驚いたのは、アメリカ社会の日常が、キリスト教の宗教的含意によって満たされていたとい
うことだ。それを日常として生きている者にはごく当たり前のことであって、ことさらに宗教的であるとは感じないかもしれないが、
他文化の者にとっては、アメリカはその日常の細部までキリスト教的含意に満ち満ちた実に宗教的な社会に映ったという。
同じことはこの日本社会についても言えるかもしれない。日本人は宗教心が希薄だと、日本人自身が言うのをよく聴く。たいてい
の場合、「それに較べてイスラームの人々は宗教熱心で、私たちとはぜんぜん違う」という言葉があとに続くのだが、でも、そうし
た日本人自身の意識とは正反対に、日本社会を体験したイスラーム教徒が強調するのは、日本社会がいかに宗教的であるか、
ということだ。何十万という人々が神社に初詣に出かけ、柏手を打ったり、何事か祈願して絵馬を奉納したり、おみくじを引いた
り、七五三で神社にお参りに出かけたり、仏壇に朝晩供えものをしたり、お盆に坊さんを呼んで法事をしたり……私たちにとって
それは、とりたてて宗教的な行為というわけではなく、親がやってきたから自分も何となく繰り返している日常の一こま、あるいは
年中行事のひとつに過ぎないとしても、それはたしかに宗教的な意味に浸潤されている行為なのだ。そして私たちは、それを当
たり前の日常として生きているがゆえに、その宗教性は空気のように自然化されてしまっており、ことさらに宗教的な行為とは感じ
なくなってしまっているだけなのかもしれない。

だから、イスラームの社会において私たちの目から見れば、非常に宗教的な振る舞いと見えるものであっても、本人たちはそれ
をたんに慣れ親しんだ日常の一部として行っている場合もたくさんあるだろう。ムスリム女性の被るスカーフなど、その良い例かも
しれない。
私たちにとって、イスラーム社会における女性のスカーフ姿は、「イスラーム女性」のシンボルとなっていると言っても過言ではな
い。私たちにとってスカーフはお酒落のためのアイテムであり、それ以外の理由ではスカーフを被らない。でも、彼女たちはみ
な、宗教ゆえにスカーフを被る。私たちと彼女たちとの間のこの違い。目に見える違い。「文化の違い」。「なぜ、スカーフを被るの
ですか？」と彼女たちに訊ねればきっと、訊ねられた誰もが、イスラームの教えに従って、と答えるに違いない。中には、コーラン
やハディース（預言者の言行録）から、信徒のたしなみについて述べた章句や言葉を引用する者もいるだろう。イスラームの教え
に従ってスカーフを被る女性たち。私たちはそんなことしない。私たちとは違う彼女たち。個人の服装まで律する厳格な教え。そ
れに従う厳格な女性たち。自由な私たちとはまるで異質な存在……。
たしかに、ムスリム女性のスカーフには宗教的な根拠がある。しかし、だからといって、すべての女性が熱烈な宗教心の証として
スカーフを被っているわけではないこともまた、たしかだ。都市部と違い地方部では女性がスカーフを被るのが、いまでもまだ当
たり前だ。母も祖母も姉も、自分のまわりのすべての女性たちがスカーフを被っている。だから自分も被る。それは女性たちに
とってまず、宗教的行為というよりも地域に根ざした生活習慣としてある。私たちにも、とくにその由来を考えることなく、永年の生
活習慣として行っている多くの行為があるのではないだろうか。

開かれた文化

国語教材

212～218
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ページ 名称 種別

加　除　訂　正　表

申請図書
原文（ページ数・行数は原文のもの）

加除訂正文（ページ数・
行数は申請図書のもの）

理由

「イスラーム」という「文化」の違いは、女性たちが被るスカーフという実に目に見えやすい形で現象している。その、目に見える違
い、つまり「文化の違い」ということがにわかに、現代においてなお人々が厳格に宗教的に生きているイスラーム社会、特殊な社
会というイメージを生み出す。「文化の違い」はたしかに、スカーフの有無という可視化される差異として現象しているけれども、た
とえば永年の生活習慣としてそれが行われているという点に注目すれば、私たちの社会もまた、現れ方は異なるけれども、同じよ
うな態度が見られることに気がつくだろう。
つまり、私たちと彼らは、実はそんなに違わない、ということだ。少なくとも、同じ人間として理解できないほど違う、というわけでは
決してない。そして、このとき「文化の違い」とは、私たちには一見すると、私たちとの異質性を物語るような具体的な違い、「私た
ち」と「彼ら」のあいだの可視化された差異について、それが同じ人間としてじゅうぶん理解可能であることを示してくれるものなの
だ。
　５
「文化の違い」をこのようなものとして考えるならば、

①（165ページ6行目）本稿では、この「人新世」の概要と意義について述べてみたい。 ①削除
①学習上の配
慮

②（166ページ2行目～4行目）さらにクルッツェンは二〇〇〇年五月、彼とは独立に人新世の名称を考案していた生物学者の
ユージン・Ｆ・ステルマーとともに共著論文"The 'Anthropocene'"」を、二〇〇二年には単著論文"Geology of Mankind"を発表、
晴れて「人新世」の公式デビューとなった。

③（166ページ15行目～18行目）たとえば、二〇一六年八月に行われた第三五回国際地質学会議での検討作業では、「人新
世」を正式に採用するかどうかについて、賛成三〇／反対三（棄権二）という投票結果が示された。承認プロセスにはほかの三
学術団体による同意を必要とするため、最終決定にはさらに数年を要すると思われるが、この調子でいけば正式に採用されるの
ではないかという勢いである。

④（167ページ1行目）人新世とはなにか

⑤（170ページ7行目）人新世における人間

開かれた文化

国語教材

②③分量の調
節

④⑤削除
④⑤学習上の
配慮

222～230 人新世における人間

国語教材

②③削除

212～218
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番号 ページ  種別 参照先 ＵＲＬ 概要

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ QRコードフロントページ。ウェブコンテンツ一覧。 別紙1

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
PDF。教材「境目」（10ページ）の参考資料として、県
境・国境についての画像を掲載。

別紙2

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ

日本科学未来館ホームページにリンク。教材「サイエ
ンスの視点、アートの視点」（16ページ）の参考資料と
して、フラクタル図形・シェルピンスキー四面体の解説
を掲載。

別紙3

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
岡本太郎記念館ホームページにリンク。教材「サイエ
ンスの視点、アートの視点」（16ページ）の参考資料と
して岡本太郎に関する情報を掲載。

別紙4

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
Youtubeにリンク。言語活動「メモ・ノートの取り方・活
かし方を学ぼう」（81ページ）の参考資料として、マラ
ラ・ユサフザイさんの国連でのスピーチ映像を紹介。

別紙5

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
PDF。「失われた両腕」（86ページ）の参考資料として、
「ミロのヴィーナス」の復元案を掲載。

別紙6

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
ナショナルジオグラフィックHPにリンク。教材「兎が自
分でつづって語る生活の話」（94ページ）の参考資料と
して、「ワタオウサギ」の動画を紹介。

別紙7

ウェブページのアドレス等の掲載箇所一覧表

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 
備 考
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番号 ページ  種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 
備 考

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ

日本経済新聞オンラインにリンク。言語活動「社会をつ
くることば」（100ページ）の参考資料として、「外国籍児
1万9千人が不就学か　文科省、初の全国調査」の記
事を紹介。

別紙8

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
文化庁HPにリンク。言語活動「社会をつくることば」
（100ページ）の参考資料として、「日本語教育の推進
に関する法律」の全文を紹介。

別紙9

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ

統計省統計局HP「なるほど統計学園」にリンク。参考
「ナイチンゲールが作成した統計図表」（104ページ）の
参考資料として、データの探し方やグラフの作り方に
ついて掲載。

別紙10

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
PDF。参考「ナイチンゲールが作成した統計図表」（104
ページ）の参考資料として、実社会におけるグラフの
具体例を掲載

別紙11

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
PDF。参考「ナイチンゲールが作成した統計図表」（104
ページ）の参考資料として、不適切なグラフの具体例
を掲載

別紙12

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
厚生労働省HPにリンク。教材「誰かの靴を履いてみる
こと」（108ページ）の参考資料として、「ボランティア活
動」の解説を掲載。

別紙13

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
PDF。教材「魔術化する科学技術」（130ページ）の参考
資料として、131ページ掲載図版の全体図を紹介。

別紙14

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
筑摩書房ＨＰにリンク。教材「未来は存在しない」（137
ページ）の参考資料として。

別紙15

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
公益財団法人国際文化会館HPにリンク。教材「ポスト
真実時代のジャーナリズム」（154ページ）の参考資料
として著者のインタビューを掲載。

別紙16
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番号 ページ  種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 
備 考

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
PDF。教材「会話と対話」（160ページ）の参考資料とし
て、『氷川清話』（勝海舟）の一節を掲載。

別紙17

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
伊藤亜紗ＨＰにリンク。教材「記憶する体」（165ページ）
の参考資料として本文に関連するインタビューの詳細
を掲載 。

別紙18

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
聞き書き甲子園ＨＰにリンク。言語活動「インタビュー
の作法」（174ページ）の参考資料として掲載。

別紙19

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
ビブリオバトル公式サイトにリンク。言語活動「ビブリオ
バトルに挑戦しよう」（176ページ）の参考資料として掲
載。

別紙20

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
PDF。教材「贅沢の条件」（178ページ）の参考資料とし
て、中世ドイツの職人の姿を描いた図版を掲載。

別紙21

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
元興寺ＨＰにリンク。教材「瓦を解かないこと」（184
ページ）の参考資料として、「元興寺」の情報を紹介。

別紙22

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
全陶連ＨＰにリンク。教材「瓦を解かないこと」（184
ページ）の参考資料として、「瓦」についての情報を紹
介。

別紙23

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
筑摩書房ＨＰにリンク。言語活動「宣伝のことば」190
ページ）の参考資料として、中高生POPコンクールの
入賞作品を紹介。

別紙24

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
毎日広告デザイン賞ＨＰにリンク。言語活動「宣伝のこ
とば」190ページ）の参考資料として、192ページ掲載図
版の関連情報を紹介。

別紙25
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番号 ページ  種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 
備 考

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
郵便局ＨＰにリンク。言語活動「生活の中のことば」
（193ページ）の参考資料として、「手紙の書き方」の解
説を掲載。

別紙26

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
ＮＨＫ　ＨＰにリンク。言語活動「生活の中のことば」
（193ページ）の参考資料として、作家たちの手紙を紹
介。

別紙27

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
PDF。「実践　意見を文章にまとめてみよう」（210ペー
ジ）の参考資料として、211ページの「推敲表」を拡大し
て掲載。

別紙28

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
日本ハラール協会ＨＰにリンク。教材「開かれた文化」
（214ページ）の参考資料として、イスラム教における
「ハラール」についての情報を紹介。

別紙29

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
日本地質学会ホームページにリンク。「人新世におけ
る人間」（222ページ）の参考資料として、地質年代区
分表を紹介。

別紙30

二次元コード 自社ページ 自社ページＵＲＬ
PDF。教材「名づけと所有」（232ページ）の参考資料と
して、「コロンブス」の画像を掲載。

別紙31

（備考）
申請図書中に発行者が管理するウェブページのアドレス又は二次元コードその他のこれに代わるものを掲載する場合に、本表を以下のとおり作成する。
１ 「申請図書」の欄については次のとおりとする。
① 「番号」の欄は、複数のページ等に掲載されたウェブページのアドレス等が同一のウェブページを参照させる場合、一つの番号にまとめて記入する。
② 「ページ」の欄は、ウェブページのアドレス等の申請図書における掲載ページを示す。
③ 「種別」の欄は、ＵＲＬ、二次元コード等の別を示す。
２ 「学習上の参考に供する情報」の欄については次のとおりとする。
① 「参照先」の欄には、発行者のページから参照させる学習上の参考に供するページを作成する団体名などを記入する。
② 「ＵＲＬ」の欄には、実際に参照させる学習上の参考に供するページのＵＲＬを記載する。なお、参照先が発行者の作成したページである場合は、「自社ページＵＲＬ」と
③ 「概要」欄には、参照先における情報の内容を簡潔に記入する。
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番号 ページ  種別 参照先 ＵＲＬ 概要

申 請 図 書 学 習 上 の 参 考 に 供 す る 情 報 
備 考

３ 申請図書中のウェブページのアドレス等が参照させるウェブページの画面を印刷した紙面には、対応する本表の番号を紙面右上に付記し、本表に添付すること。
４ 学習上の参考に供する情報を示すウェブページが発行者において作成したページの場合、参照先のウェブページの画面を印刷した紙面を、本表に添付すること。
その際、「備考」の欄に「別紙１添付」などと記載し、印刷した紙面右上に「別紙１」などと記入すること。
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＊各コンテンツ名をクリックしてください。参考資料のページに移動します。

目次 ページ コンテンツ名 概要

境目 10 さまざまな境目（PDF) さまざまな県境・国境の写真です。

フラクタル図形・シェルピンスキー四面体の解説
（京都大学ウェブサイトより）

「サイエンスの視点、アートの視点」に紹介されている「フラクタル図形」・
「シェルピンスキー四面体」について、詳しく解説したウェブページです。

岡本太郎について（岡本太郎記念館ウェブサイト
より）

岡本太郎に関する詳しい情報を掲載したウェブページです。

実践　メモ・ノートの取り方・活かし
方を学ぼう

81
マララ・ユサフザイ氏の国連でのスピーチ映像
（Youtubeより）

「活動例」で取り上げたマララ・ユサフザイ氏の国連でのスピーチ動画で
す。

失われた両腕 86 ミロのヴィーナス復元案（PDF） 「ミロのヴィーナス」に両腕を足した復元案です。

兎が自分でつづって語る生活の話 94
動物大図鑑・ワタオウサギ（ナショナルジオグラ
フィックウェブサイトより）

「ワタオウサギ」の動画です。

「外国籍児1万9千人が不就学か　文科省、初の全
国調査」（日本経済新聞オンラインより）

教科書掲載の記事「外国籍児1万9千人が不就学か　文科省、初の全国
調査」のウェブページです。

「日本語教育の推進に関する法律について」（文化
庁ウェブサイトより）

「日本語教育の推進に関する法律」の全文が掲載されたウェブページで
す。

「なるほど統計学園」（総務省統計局ウェブサイトよ
り）

統計の種類やグラフの作り方、統計用語などを紹介しています。「統計エ
ピソード集」ではナイチンゲールの話も掲載しています。

実社会におけるグラフの具体例（PDF) 実社会におけるグラフの具体例です。

不適切なグラフの具体例（PDF) 不適切なグラフの具体例です。

実践　社会をつくることば 100

参考　ナイチンゲールが作成した統
計図表

104

第１章　問うこと、語ること

第３章　ことばで伝える思いと考え

第４章　情報と推論

サイエンスの視点、アートの視点 16
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誰かの靴を履いてみること 108 ボランティア活動（厚生労働省ウェブサイトより） 「ボランティア活動」の解説をしたウェブページです。

魔術化する科学技術 130 １５世紀に描かれた世界図（PDF) 教科書掲載の図版の全体図です。

未来は存在しない 137
『それ行け論理さん』特設サイト（筑摩書房ウェブ
サイトより）

著者・野矢茂樹が論理的思考について楽しくわかりやすく紹介した書籍
の紹介ウェブページです。

ポスト真実時代のジャーナリズム 154
国谷裕子氏インタビュー「報道の現場から世界を
見て」（公益財団法人国際文化会館ウェブサイトよ
り）

著者・国谷裕子が、仕事に対する想いや国内外のジャーナリズムの現状
について語っているインタビューのウェブページです。

会話と対話 160 『氷川清話』（勝海舟）（PDF) 「会話と対話」で紹介している「氷川清話」の一節です。

記憶する体 165
「中瀬恵里さんインタビュー」（伊藤亜紗公式ウェブ
サイトより）

本文のもとになった、著者・伊藤亜紗による中瀬恵理さんへのインタ
ビューのウェブページです。

実践　インタビューの作法 174 「聞き書き甲子園」ウェブサイト インタビューの実例として、「聞き書き甲子園」のウェブページです。

実践　ビブリオバトルに挑戦しよう 176 「ビブリオバトル」公式ウェブサイト ビブリオバトルについての公式ウェブサイトです。

贅沢の条件 178 中世ドイツの職人（PDF) 中世の職人を描いた当時の図版です。

「元興寺」ウェブサイト 本文に取り上げられた「元興寺」のウェブサイトです。

「全陶連」ウェブサイト 「瓦」についての情報を掲載したウェブページです。

岩波ジュニア新書＆ちくまプリマー新書合同企画
中高生POPコンクール入賞作品（筑摩書房ウェブ
サイトより）

中高生POPコンクールの入賞作品を紹介したウェブページです。

第６章　「根拠」から「主張」へ

第７章　伝えること、受け止めること

第８章　表現のみがき方

第５章　「話し合い」から「議論」へ

瓦を解かないこと 184

実践　宣伝のことば――ポップ・広
告

190
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「毎日広告デザイン賞」ウェブサイト 「発展」で取り上げた広告を紹介したウェブページです。

「手紙の書き方　体験授業」（郵便局ウェブサイトよ
り）

「手紙の書き方」について解説したウェブページです。

「手紙」（ＮＨＫ　for schoolウェブサイトより） 作家たちの手紙を紹介したウェブページです。

実践　意見を文章にまとめてみよう 225 推敲表（PDF） 211ページの「推敲表」を拡大して掲載しています。

開かれた文化 214
ハラールとは（「日本ハラール協会」ウェブサイトよ
り）

イスラム教における食文化「ハラール」についての情報を紹介したウェブ
ページです。

人新世における人間 222 地質年代区分表（日本地質学会ウェブサイトより） 参考資料として、地質年代区分表を紹介しています。

名づけと所有 232 コロンブスの肖像画（PDF） コロンブスの肖像画の図版です。

第１０章　複眼的な視点

実践　宣伝のことば――ポップ・広
告

190

実践　生活の中のことば――手紙・
メール

193

第９章　主張の論理的な伝え方

3 / 3 ページ


























	①106-234_【別紙様式第5ー1号】編修趣意書（教育基本法）
	②106-234_【別紙様式第5ー2号】編修趣意書（学習指導要領）
	③106-234_常用外漢字一覧表
	④106-234_常用外音訓一覧表
	⑤106-234_【別紙様式第23号】教材出典一覧_再提出
	⑥106-234_【別紙様式第23号】図版出典一覧_再提出
	⑦106-234_【別紙様式第23号】加除訂正表



